
日　　　時　　平成24年12月２日（日）午後１時30分から午後３時30分

場　　　所　　新潟県医師会館　３階　大講堂

パ ネ ラ ー　　根　本　　　忠（片貝医院院長）

　　　　　　　根　本　聡　子（片貝医院副院長）

　　　　　　　森　田　健　一（国立循環器病研究センター医長）

　　　　　　　森　田　由　香（新潟大学医歯学総合病院耳鼻咽喉科助教）

　　　　　　　吉　田　　　敦
� （獨協医科大学病院感染制御センター副センター長）

　　　　　　　吉　田　穂　波
� （国立保健医療科学院生涯健康研究部母子保健担当主任研究官）

司　　　会　　小野沢　裕　子（フリーアナウンサー）

女性医師支援フォーラム
「医師のワークライフバランス

－次世代が実践できるモデルを考える－」



　司会（小野沢）　皆さんこんにちは。司会を担
当させていただきます小野沢裕子と申します。今
日は医師のワークライフバランス－次世代が実践
できるモデルを考える－ということで、次世代が
実践できる方法と実践しやすい環境づくり、これ
をどのように整えていくと女性医師、そして男性
医師が働きやすくなるのか、次世代が働きやすく
なるということ、今日のフォーラムの内容は全て
の皆さんに関わってくるのではないかという気が
しております。
　それでは早速、３組のご夫婦、２人とも医師で
あるパネリストの先生方に結婚歴、家族構成等を
含めて自己紹介をしていただきたいと思います。
　根本聡子　皆様こんにちは。小千谷市の片貝町
で片貝医院を夫と２人で開業しております根本聡
子と申します。結婚は1995年の11月ですので17年
経っています。家族構成は夫婦２人に子供が高校
１年生と中学２年生と小学３年生の５人家族で
す。子供達は比較的手も離れつつあるのですが、
塾、受験などそういった事で忙しさの質が変わっ
てきております。
　私が第１子を出産した時は慈恵医大の分院勤務
でした。当時は有給で働ける助手の人数が限られ
ておりまして、無給で働いている人がたくさんお
られるのに育児休暇では申し訳がないので産後の
休暇を終えると同時に病院を辞めました。翌年に
夫が大学人事で小千谷市に派遣されたのを機会
に、こちらで第２子、第３子を出産いたしました。
本当はのんびりと育児に専念したかったのです
が、当時片貝町にあった医院が高齢化で跡継ぎが
おらず、無医村になるのではと町の人たちが思案
して私に開業の打診をいただいたため、覚悟を決
め開業に踏み切ったのでした。
　根本忠　根本聡子の夫の忠と申します。私は慈
恵会医科大学を卒業して骨髄移植という高度先進
医療に携わっておりました。実は平成３年に１年

間、小千谷市の厚生連魚沼病院に派遣をされまし
て、この時は独身だったのですが、この時に片貝
まつりの正四尺玉という花火を見て度肝を抜かれ
ました。また、四季の移り変わりの非常に美しい
ところなど、「もし自分が結婚して子供ができた
らこういうところで子育てをしたい」という思い
がずっとありまして、当時私は骨髄移植の運営委
員長という立場だったのですが、そういった立場
を辞して片貝町に参りました。
　妻が先に開業医をしていたのですが、やはり子
育てで大変だということで、私も魚沼病院の内科
医長を辞して医院に入りました。今は、子育てに
関しては勉強は妻のほうが得意なので私は主に子
供の体育のほうを担当しております。仕事は完全
分業でやっております。本日はよろしくお願いい
たします。
　森田由香　皆様こんにちは。新潟大学の耳鼻咽
喉科の森田由香と申します。私たちは大学の同級
生として出会い、結婚し、12年目になります。半
分ぐらいは単身赴任という形で生活しています。
子供は今現在８歳と４歳と２歳の全員女の子で
す。第１子を妊娠したのが大学院に行こうと思っ
た時でしたので、これから勉強するという時に、
「すみません、妊娠しました」と。やっぱりその
時は「すみません」と言ってしまった覚えがあり
ます。第２子、第３子を出産するにつれ、すみま
せんという気持ちは正直、徐々に薄れてきました。
というのも、当科の教授は非常に理解のある方で
すので、「お互い良い環境を作りながら仕事をし
ていこう」と言っていただき、実際それが実践で
きているので今までやってきていると思っています。
　森田健一　夫の森田健一と申します。単身赴任
を去年の９月からしております。ちょうど大阪へ
単身赴任する時、三女が１歳でしたが、これを機
に関西の生活を家族でするのもいいのではないか
と思いました。しかし、長女が転校を拒否したた
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め単身赴任が続いています。
本日はこういうところが聞きたいとか、こういう
ところは正直どうなのというところを話させてい
ただけたらと思います。どうぞよろしくお願いい
たします。
　吉田穂波　皆様はじめまして。吉田穂波と申し
ます。私は夫のドイツ留学について行き、フラン
クフルトで第１子を授かりました。私の日本で
培った経験から、妊娠してしまいますと職場の方
に「すみません」と頭を下げるものなのかしらと
ドイツでも思っておりましたが、妊娠を報告した
ところ、上司からも同僚からも「君も一人前だね、
人間としてグレードアップするよ、よかったよ
かった」と手放しで喜ばれる感じでした。私がこ
こまで子供を４人産めたのもそのスタートがよ
かったからと思っております。
　私どもは結婚して８年目です。子供が８歳、６
歳、４歳、２歳と女の子ばかりです。私は夫を非
常に尊敬しておりますし、この人だから家庭を築
くことができたと思います。けれども、私どもが
スーパーラッキーだったからではなく、本当に小
さな積み重ねでここまでこれました。しゃかりき
になって頑張らなくても、女性だけに負担がかか
る、あるいは男性だけに負担がかかるということ
がなく、仕事も家庭も楽しく続けていけるような
ヒントを見つけていただけたらと思っております。
　吉田敦　吉田穂波の夫の敦と申します。妻とは
同僚の紹介で出会いました。妻と出会う前に留学
の話があり、あと半年でドイツに１人で行くのか、
それとも奥さんを見つけ一緒に行くのかというこ
ともありまして、結婚をだいぶ積極的に考えたと
いうことがあります。しかしながら、私が臨床医
として海外で働いても、妻がそこでどうやって働
けばいいのかということがありました。単にドイ
ツについてくるだけじゃ彼女にかわいそうだとい
う思いがあり、妻は自分のスタンスを決め、やり
がいも見つけてくれて良かったと思っています。
　育児に関しましては、本当に特別なことをして
いるわけではありませんが、補い合っているとこ
ろもあるかなというふうに思っています。

妊娠＝仕事を休む？

　司会（小野沢）　ありがとうございました。自

己紹介を聞かせていただき、わかったことは、結
婚すること自体は仕事を調整しよう、ましてや、
やめようと思う理由には為らなかったようです
ね。では、妊娠がわかった時はどうでしたか？
ちょっと仕事を休もうと根本先生はお考えになり
ましたか。
　根本聡子　研修先の病院でお世話になったのが
縁で慈恵医大の先生から大学勤務に勧誘していた
だいた際、私はチャンスがあったら結婚もしたい
し出産もしたい、子供も育てたい、それでもいい
でしょうかと聞きました。そしたらどんな形でも、
どんな働き方でもゼロにならないでいてくれれば
それでいいというお答えをいただいたのでほとん
ど心配はしてなかったですね。森田先生は「すみ
ません」と言ってしまったと言っておりましたが、
それはムードがそんな感じだったのですか。
　森田由香　４月から院生ということで、当然こ
こから２年間しっかりするぞと思っていた矢先に
妊娠がわかったため、研究室のムードは正直言っ
てわかりませんでした。しかし、研究室の教授も
すごく理解がある方でしたので、それこそ吉田先
生の話じゃないですけど、「子供を産んで一人前
だから」と言われました。ですが、実験は実験で
やらなければいけませんし、大事な仕事だからと
思う気持ちから「すみません」と言ったのですが、
すぐそんなことはないということを感じられて安
心した覚えがあります。
　司会（小野沢）　その時にパートナーである健
一先生は？
　森田健一　結婚して３年目に子供を授かったの
で、私としては嬉しい気持ちでした。あと大学院
ということで、臨床業務に勤めていて先生方にご
迷惑をかけるより良いのではと考えていました。
　司会（小野沢）　大阪行きが決まった時、奥様
からは？
　森田健一　正直なところ妻からは断ってほしい
と言われました。子供が３歳になってある程度の
ことができるまで３人の子供を１人で見るのは正
直苦しいと言われました。親に助けてもらうこと
も多いと思いますが、ただ両親も年を取りますの
で、１人を見るのと３人の面倒を見るのでは手間
が違いますし、いろいろとそこのところは男の甘
さというか、そういうのがあったのだと思います。



　司会（小野沢）　吉田先生はお子さんが４姉妹
ということですが、どんな生活をしていらっしゃ
るのですか。
　吉田穂波　バタバタです。特に月曜日の朝は本
当に大変で、子供達が何となくまだ甘えたいのか
ぐずるんです。子供達を送り届けるとその瞬間か
らすごく解放された気持ちになります。仕事に向
かえるのがうれしいという感じですね。私の場合
は子供と離れているとますます子供がかわいくな
るというタイプですので、仕事で疲れていても、
お迎えに行って子供達から「お母さん！お母さ
ん！」と言われるとすごく癒されます。仕事と家
庭をうまく行ったりきたりするほうが私にとって
はストレスの少ない生活になっている気がします。
　司会（小野沢）　現在の生活がもっとこうなっ
ていったらいいなというところはありますか。
　吉田穂波　今の課題は長女、次女にもっとお手
伝いをしてもらえるように家事のことを仕込むと
か、自分でできるようにしてもらうというのがあ
ります。人間力とか生きる力を植えつけて18歳に
なって独り立ちできるようにという、それが今の
目標です。ですが、忙しいとつい私がやってしまっ
て、靴下も自分達で履けるのですが、その数分が
惜しくて履かせてしまう時があります。
　バランスの話に戻りますが、私と夫のバランス
というのも、フィフティフィフティじゃなければ
いけないということはないのかなと思っていまし
て、アウトソーシングするとか。

周りの人の力を借りる

　司会（小野沢）　そのアウトソーシングの部分
をお話していただいてもいいですか。
　吉田穂波　仕事をしながら自分自身の人生も楽
しみ、家事も育児も１人で全部するということは
できないと思います。私の場合は週に２回、シル
バー人材センターの方に来てもらって料理や洗
濯、掃除などをしていただいたり、近くの大学生
の方に週に１回保育園のお迎えをお願いして、そ
の日だけは私もちょっと遅く帰れる。そのような
感じで周りの人の力を借りるというのが必要なの
かなと思っております。
　司会（小野沢）　周りの人の力を借りるという
時に最初からすんなりとできましたか。

　吉田穂波　１人目は私も頭でっかちになったし
肩に力が入っていましたので、一生懸命、頑張り
すぎました。その時に私の母がヘルパーさんや
シッターさんを頼んだらといって後押しをしてく
れました。最初は人様に頼むのは恥ずかしいと
思っていたのですが、「頼んでみるとこんなに楽
なんだ」と思いました。それまでは全部自分でや
ろうとしてかなり大変でした。
　司会（小野沢）　その時にご主人はいかがでし
たか。
　吉田敦　アウトソーシングするというのは、私
自身もそのほうがいいかなと思っているところは
ありました。妻自身もだいぶ精神的に楽になるか
なと。
　司会（小野沢）　森田先生のところもシッター
をお願いしていらっしゃるようですね。
　森田由香　どうしても帰りが遅くなる時があり
ますので。保育園のお迎えも母親が迎えに来てく
れるというのが子供はうれしいようですので、毎
日ではなく、曜日を限定して迎えに行ってもらっ
ています。本当にプロの方ですので、家に帰ると
楽しくキャアキャア遊んでいて、私だったら同じ
ように遊んであげられないかなと思う時もあり、
最初は抵抗があったのですが、もう今は後輩たち
にぜひ使ってくださいと勧めているぐらいです。
　司会（小野沢）　根本家ではいかがですか。
　根本忠　私の母は専業主婦でしたので学校から
帰って母親がいなかったというのは２回ぐらいし
か覚えがありませんでした。ですので、家政婦を
雇うという時に内心反対の気持ちは強かったです
ね。ただ実際、家政婦さんに入っていただけると、
別の大人とふれあうチャンスがあるということが
子供にとって非常にメリットがあることだとわか
りました。
　また、家庭の中で非常に重要なことは、夫が男
として自立している必要があると感じています。

子育てのメリット

　司会（小野沢）　医師にとって子供を育てるメ
リットをいくつかご紹介いただきたいのですが。
　根本聡子　まず社会がこうなってほしい、未来
がこうなってほしいとか、そういうことを真剣に
考えるようになりました。あともう一つ、うちの



医院は老若男女全員診ているという形の診療所で
すので、子供を育てている方の不安とか悩みとか、
例えば夜発熱したとか吐いたとか痙攣したとか、
そういった時に実際に見ている人たちがどういう
言葉を期待して、何を聞きたがっているのかなど、
そういった視点にすっと入れるようになりました。
　森田健一　社会環境で生きていく中で人間関係
は色々ありますが、思うようにならないことが多
いということを子供から教えられました。子供か
ら教えられて、仕方がないことは仕方がないこと、
と受け入れられるようになりました。
　吉田穂波　私は元々産婦人科医ですのでもうア
ドバンテージだらけです。独身で子供がいない時
は患者さんに「あなたは産んでないでしょう」と
言われたら終わりでしたが、子供を産んだことで
産婦人科医としても信頼度が高まりましたし、子
どもは地域のパスポートといいますけれども、地
域のいろんな方々との関わりができたことで、私
の幅を広げてくれたと思います。

ここが変われば仕事も充実するのでは？

　司会（小野沢）　ありがとうございます。さて、
ここでパネリストの皆さんからここが変われば若
い人たちが働きやすい、医師の仕事をもっと充実
させることができるというところをぜひ教えてい
ただきたいと思います。
　森田健一　一番困ることというのは病気の時だ
と思います。妻がもし仕事でいけないとなった時
に、ヘルパーさんが病院へ連れていき、わが子の
看病をしてくれている姿を想像します。夫として
は少し切ない思いがあります。きっと皆さんも経
験されたことがあると思うのですが、男性の考え
方というのはどうしても病気の時は母親が対応し
てほしいというのが本音だと思います。その辺ぜ
ひ先生方のご意見をいただけたらと思いますがい
かがでしょうか。
　吉田穂波　子どもが病気になった時の対応とい
うのは本当に大事なところだなと思っています。
私がアメリカ留学中にいた大学病院や関連病院に
は病児保育というのはありませんでした。病児か
ら回復期にかけて預けられるような保育園はあっ
たのですが、本当に熱を出していて医療処置、服
薬が必要という時は病児保育というのではなく、

親が簡単に休めるようなシステムをとっていました。
　また、アメリカは主治医制ではなく、チーム制
ですので誰かが欠けたとしてもサポートできるよ
うになっています。なので、病児保育を整備する
ためのお金に見合うぐらいの利用者がいないとい
うような状況がもしあるようでしたら、チーム制
を導入してはどうかと今お話を聞きながら思って
いました。
　司会（小野沢）　根本先生はもっとここが変わ
れば働きやすいのにという点でどこかありますか。
　根本聡子　うちは自宅と医院が併設してあるの
で、ちょっと時間が空けば子供が寝ている部屋に
見にいける。ですから安心感もありますよね。自
分が心ここにあらずという状態にならずにすみま
す。看護師さんたちにも家族に何かあった時には
すぐその場で申告して帰る様に促しています。そ
ういう職場が一般的になればいいのだろうとは思
いますけれども、どうなのでしょうか。急に休め
ない時に親代わりの人を探す苦労も大変なこと
で、それを個人の努力に依存させないよう、社会
システム上でもう一工夫できそうな気がします
し、最近はかなりできてきているのではないかと
思っています。

次世代へのメッセージ

　司会（小野沢）　それでは時間がそろそろ迫っ
てまいりましたので、これから結婚、出産、育児
を迎える皆さんへのメッセージ、または病院内、
こんなふうにもうちょっと変わっていったらいい
のにというようなご意見を交えて、お１人ずつお
願いしたいと思います。
　根本聡子　やっぱり女性のライフプランといい
ますか、結婚、出産、育児、どうしても自分の考
えたとおりに勤務できないようなことも出てくる
わけなのですが、そういった時に理解を示し、言
葉をかけていただいた方にたくさん出会えたのが
私は非常にラッキーだったなと思います。「これ
で人間として一人前になれたんだよ」という言葉
は非常に大きいことだと思います。
　根本忠　妊娠、出産というのは女性にしかでき
ないことですが、育児に関しては父親でも関与で
きることなんですね。ですので、職場の環境を整
えていくということの他に、先程申し上げたとお



り、家庭の中で男が自立していくといったことが
非常に女性医師の仕事を継続させるために重要な
ことだと感じています。
　森田由香　仕事の制度とかパートなどいろいろ
整備していただいているのは大変ありがたいこと
ですが、それを結局使えないと全く意味がないと
思っています。それを遠慮して使うような雰囲気
だとやはり使う側もその制度を使いたいと言いに
くくなってしまいます。どこの職場でも女性だけ
が子育てに関わるというわけではなく、子育ては
夫婦でやるものですし、子は宝と言いますように、
この少子化、大事な子供達です。お父さん方も、
つまり男性医師も「今日保育参観があるから
ちょっと行ってくるわ」と言えるような雰囲気が
あるといいなと思います。
　森田健一　一番大事なことは理解しあうという
ことだと思います。女性の方が子育てしながら仕
事をするのは大変ですが、夫である男性医師は基
本的に理解できないんですよね。その状況の中で
夫である男性医師が妻を一番理解してあげないと
女性医師である妻が一番つらい思いをしてしまう
と反省しているところです。私が上司から、「出
産には絶対行け」、「緊急が来てもお前じゃなくて
いいから出産に行け」、「授業参観があれば行け」、
と言っていただけたんです。そうしますと妻に「も
し行けないなら俺行くから」と言いやすいんです。
理解してくれる上司に恵まれれば妻にもやさしい
言葉をかけられるので、そういう環境というのが
今新潟県内ではできてきていると思っています。
それを僕らが今度は後輩に「新婚旅行に行こうか
行くまいか迷っているんです」と言われた時に、
「思い切って休んでヨーロッパにでも行ってこい」
と言ってあげられる僕らがいることも大事である
と感じています。
　吉田穂波　私もここで皆さんのお話を聞くだけ
で非常に励まされましたので、ぜひ「新潟モデル」
というものを作っていただきたいと思います。と
言いますのは、医師会は地方行政にも非常に大き
な力を持っていますので、医師会と地方行政とで
何かタイアップをして、例えば子育てドクター系
のファミリーサポーターの輪を作っていただいた
り、人材不足の中で共働きカップルを支えるよう
な「新潟モデル」といったしくみができればと思

います。働いている以外に子育てをしているとい
うことが人としてのダブルマスター（二重の価値）
になるように、本当に胸を張って誇らしく思える
ように、私も支える側に回っていきたいと思います。
　吉田敦　このフォーラムのタイトルは女性医師
支援ということですが、今のご意見をお伺いして
いると女性医師の方が働きやすく、子育てしやす
くというところにはどうしても男性が関わってき
ます。ですので、男性も女性も支援しようという
姿勢が大事かなと感じています。
　あとちょっとした提言ですけれども、男性が育
休をとるためには同僚や医局、病院といった中で
の理解が重要なのはもちろんですけれども、病院
の方針や経営というところに関わってくることに
なると思います。それから、病院は都道府県から
医療監視を受けたりしますので、その時に子育て
中の医師が働きやすい労働環境になっていますか
というようなことも評価項目に入れてほしいです
し、さらには厚生労働省と言っていますので、労
働の部分でもそういったところに関わってきてほ
しいですね。
　司会（小野沢）　今先生方のお話を伺っていま
すと、まずお互い自立することが大切、そして制
度がきちんと作られて、その制度を遠慮すること
なく利用できる、そのためには理解ある上司の存
在が大切だとわかりました。先程「新潟モデル」
というものを作ってはいかがですかというお話が
ありましたが、「新潟モデル」ができて、女性医師・
男性医師問わず働きやすくなっていった時には、
このシステムが新潟県内の様々な場所で活用さ
れ、それが広がっていくと、働きやすい労働環境
が全体に整っていくのではないでしょうか。そのた
めにぜひ医師会の皆様に先陣を切って「新潟モデ
ル」を作っていただき、誰もが働きやすい環境、そ
れを実践するために遠慮しなくても利用できるムー
ドをみんなで作っていく事ができたらと思います。
　今日ご参加いただきました皆様、こういったこ
とはいかに多くの人を巻き込むかというのが大切
です。今日ここで３組の先生方がお話されたこと
を１人でも多くの方に伝えて進めていただければ
と思います。先生方どうもありがとうございまし
た。パネリストの根本先生、森田先生、吉田先生
ご夫妻にどうぞ拍手をお送りください。


